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独立行政法人 産業技術総合研究所の基本方針

産業技術総合研究所は、多岐にわたる分野の研究

者集団の融合と創造性の発揮による研究活動を通じ

て、新たな技術シーズの創出、産業技術力の向上や新

規産業の創出など、我が国の経済的発展に貢献し、国

民の生活の向上に寄与します。このため、以下の研究

を展開し、研究成果の発信と成果の普及に努めます。

(a)計量の標準や地質の調査、更にわが国のテク

ノインフラ整備にかかわる基盤技術の構築な

ど、産業基盤技術の研究・開発。

(b)国自らが課題解決に取り組んでいくことが求

められているエネルギー・環境技術などの

研究。

(c)国際的な産業競争力強化や新産業の創出に向

けて、幅広いスペクトルでの探索と分野融合

によるイノベーションを推進すべき研究。

産総研の組織は、研究開発の中核をなす研究実施

部門と、産総研と外部機関とのインタフェース機能

を果たして効果的・効率的な研究開発に寄与する研

究関連部門、及び研究開発の運営業務に携わる管理

部門から構成されています。

　

研究実施部門は、つくばに集約された研究拠点と、

北海道、東北、中部、関西、中国、四国、九州の各拠点に

配置された特色のある各研究拠点に加え、新たに臨

海副都心（お台場）に研究拠点を配置します。これに

より、日本全国レベルでの研究開発のネットワーク

を形成します。

研究管理・関連部門として、理事長のトップダウン

マネージメントのもとに法人全体のコントロール機

能を果たす「企画本部」、外部機関との研究交流を強

力に推進する「産学官連携部門」、最先端の技術動

向、研究開発動向を踏まえて、国としての産業技術

戦略を提案する「技術情報部門」、海外機関との研究

協力締結や海外拠点の設置・運営など国際展開を担

う「国際部門」、成果発信・成果普及の中核機能を果

たす「成果普及部門」等を設置し、産業技術に関する

研究立案・実施・普及を通して国内外の要請に的確

に応える自律的な組織体制としました。
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計測標準研究部門
地球科学情報研究部門
地圏資源環境研究部門
海洋資源環境研究部門
エネルギー利用研究部門
電力エネルギー研究部門
環境管理研究部門
環境調和技術研究部門
情報処理研究部門
知能システム研究部門
エレクトロニクス研究部門

光技術研究部門
生物遺伝子資源研究部門
分子細胞工学研究部門
人間福祉医工学研究部門
脳神経情報研究部門
物質プロセス研究部門
セラミックス研究部門
基礎素材研究部門
機械システム研究部門
ナノテクノロジー研究部門
計算科学研究部門

研 究 部 門

人間系特別研究体 生活環境系特別研究体
研 究 系

グリーンプロセス研究ラボ
薄膜シリコン系太陽電池研究開発ラボ
デジタルヒューマン研究ラボ
ライフエレクトロニクス研究ラボ

次世代光工学研究ラボ
微小重力環境利用材料研究ラボ
純度制御材料開発ラボ

研 究 ラ ボ

研 究 セ ン タ ー

深部地質環境研究センター
活断層研究センター
化学物質リスク管理研究センター
フッ素系等温暖化物質対策テクノロジー研究センター
ライフサイクルアセスメント研究センター
パワーエレクトロニクス研究センター
生命情報科学研究センター
生物情報解析研究センター
ティッシュエンジニアリング研究センター
ジーンディスカバリー研究センター
ヒューマンストレスシグナル研究センター
強相関電子技術研究センター

次世代半導体研究センター
サイバーアシスト研究センター
マイクロ・ナノ機能広域発現研究センター
ものづくり先端技術研究センター
高分子基盤技術研究センター
光反応制御研究センター
新炭素系材料開発研究センター
シナジーマテリアル研究センター
超臨界流体研究センター
スマートストラクチャー研究センター
界面ナノアーキテクトニクス研究センター
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つくば
つくば
つくば
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臨海副都心・つくば
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つくば
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つくば
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つくば
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つくば
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つくば・関西
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つくば・中国・四国
つくば・北海道
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つくば・東北
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つくば
つくば
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つくば・関西
つくば・北海道
つくば
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中部・九州・中国・東北

関西 関西
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研究所の中核をなす研究実施部門については、研

究分野の特殊性や研究のミッション、研究開発の

フェーズの多様性等に的確に対応するため、さまざ

まな形態の研究組織を配置しました。

●研究センター
研究センターでは、予算や人員等の研究資源の優

先的な投入により、先導的・戦略的なプロジェクトを

推進します。産業界・学界・社会に対するインパクト

があり、明確なミッションを持ち、時限的に設置され

る機動的な組織として、トップダウン型マネージメ

ントにより運営します。また、センター長には当該分

野のリーダーシップを有した人材を国内外からも登

用しています。

●研究部門
研究部門は、産総研のミッション達成と中長期戦

略の実現に向けて、研究者個々の発意に基づくボト

ムアップの研究テーマ設定を基本とし、一定の継続

性を持って運営します。技術的ポテンシャルを発展

させる場と位置づけるとともに、ニーズ・ミッション

への対応の明確化や技術的親近性による組織力の発

揮の観点、更には分野融合による新技術領域の開拓

などの観点から、組織を構成しています。　

●研究系
研究系は、関西地域における大規模な産業・研究集

積を活用しつつ、分野融合的な新しい研究展開を図

るとの観点から、基礎から実用化までの多様な

フェーズの研究開発活動を一体的かつ機動的に行え

る規模の実験的組織として配置しています。

●研究ラボ
研究ラボは、異分野融合性の高い課題、突発的な行

政ニーズ対応型の課題などについて機動的・時限的

に研究を推進する研究ユニットと位置づけています。
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■技術情報調査室

　国内はもとより世界の大学や研究所で、研究者は何を考え、何を開発しようとしているの
でしょうか。技術シーズを醸成し、その成果を社会・産業が必要とする技術に育てるのが産
総研の使命です。本調査室では、社会が求める技術開発課題と研究開発の現状を調査分析
し、プログラム／プロジェクト提案へ反映させるとともに、産総研内外へ技術情報を提供・
発信します。

■特別調査室

　特別調査室ではその時々の重点テーマの調査を行います。最近多発する事故により揺らぎ
つつある我が国製造技術の信頼性を再度確立するため、初めてのテーマとして産業安全工学
を選びました。安全性の確立・向上に関連する研究、関連事項を調査・分析し、その結果を
内外へ発信していきます。

■図書業務室

　研究活動を行うに不可欠な情報源である学術雑誌の収集・管理、文献情報の提供、各図書
室の運営、各図書室からの図書情報の一元的管理を行います。

　豊かで心休まる生活が送れる世界を実現するため、科学技術はどのように発展すればいい
のでしょうか。内外の技術政策や研究開発動向の調査・分析をもとに、産業技術戦略の策定
あるいは産総研における研究開発の中長期的な方向づけを目指し、実現すべき技術開発の提
言や達成可能な技術開発の予測を行います。

■技術政策調査室

　最先端の研究を効率よく行い、産業技術へと発展させるには、研究マネージメント、研究
組織・プロジェクトの評価法、成果発信戦略など、産総研の運営に最適な方法があるはずで
す。本調査室では、研究所の運営手法に関する調査・分析を行います。

■技術経営調査室

技術情報部門
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産学官連携
部門　　

調査関連部署

・産業技術環境局
・NEDO
・経済産業研究所
・特許庁
・
・

・大学
・研究機関
・産業界
・技術政策立案・
　決定機関
・
・

価

報

コンソーシアム

・技術動向
調査

・R on R

工学研究
・図書

■
〒３０５-８５６８　茨城県つくば市東１－１－１　中央第５

電話　０２９８－６１－９０６２

連絡先

◆図書業務室
〒３０５-８５６８　茨城県つくば市梅園１－１－１ 中央第２

電話　０２９８－６１－９０６９

国際部門

技術情報部門の役割
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連携ニーズ等 企業ニーズ等 社会ニーズ等

ＴＬＯ
（技術移転）

研究ユニット
（ Ｒ ＆ Ｄ ）

産学官連携部門産学官連携部門

産学官連携部門は、産総研と産業界、学界、地域経済社会との連携窓口です。これまでにない新しい体制で産
学官連携を強力に推進します。
まずつくばと各地域拠点に配置された「研究コーディネータ」が、外部ニーズと産総研の研究ポテンシャルと
をマッチングし、産学官連携プロジェクトを立案・調整するなど、外部との多様な連携をコーディネートします。
また研究成果の技術移転を促進するための「連携研究体」制度を新設し、産学官連携研究を積極的に支援します。
さらに成果の掘り起こしを強化し、知的財産権化を進め、「ＴＬＯ(技術移転機関)」と一体的に成果の実用化
を推進します。
どうぞ、お気軽に各拠点の産学官連携センターにご連絡下さい。

産学官連携部門
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北海道産学官連携センター

東北産学官連携センター

つくば産学官連携センター

中部産学官連携センター

関西産学官連携センター

中国産学官連携センター

四国産学官連携センター

九州産学官連携センター

・研究拠点における産学官連携部門
　の窓口
・地域産業技術連携推進会議の事務
　局機能

・地域における外部連携プロジェクトの
　立案・調整
・地域ニーズと全産総研内の研究ポテンシャルのマッチング
・
・研究成果の移転促進
・経済産業局との連携

・外部資金による産学官連携研究
・地域の行政・産業ニーズに対応する研究
・産総研の研究成果を技術移転する
　ための研究

・技術相談窓口業務
・ものづくり分野の技術情報のデータ
　ベース化
・地域における公設研ネットワークの
　中核

・
・
・研究ユニット間融合化
・
・研究成果の移転促進

・産学官連携研究の立案・運営
・ナショナルプロジェクト等共同研究の立案・
　運営支援
・連携研究体の設立・運営
・研究プロジェクト公募・とりまとめ

・人的ネットワークの構築
・産学官の人事交流
・研究助成金・競争的研究資金の獲得支援
・連携大学院

・技術相談・拠点間連携ニーズ等への連絡・
　調整・対応
・ものづくり基盤技術支援室の取りまとめ
・公設研ネットワークの組織化
・産業技術連携推進会議の事務局機能

・各種連携研究に係る契約業務
・研究委託に係る業務

・法人ポテンシャルの知的財産化と管理
・法人所有知的財産権に係る技術移転
　に関するＴＬＯとの橋渡しと窓口業務

ご相談・ご連絡は身近にある以下の産学官連携センターまでどうぞ

北海道産学官連携センター 電話　０１１－８５７－８４０６

東北産学官連携センター 電話　０２２－２３７－５２１１

つくば産学官連携センター 電話　０２９８－６１－９０８３

中部産学官連携センター 電話　０５２－９１１－２１１６

関西産学官連携センター 電話　０７２７－５１－９６８８

中国産学官連携センター 電話　０８２３－７２－１９１１

四国産学官連携センター 電話　０８７－８６９－３５１１

九州産学官連携センター 電話　０９４２－８１－３６０５

・研究ユニット間融合化

産学官連携部門の組織
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産業技術分野における我が国を代表する研究機関として、海外研究機関と戦略的な連携による国際共同研
究を推進していきます。
国際部門では、世界26カ国と締結している科学技術協力協定、科学技術協力取極やその他様々な制度に基
づき、海外共同研究プロジェクトの掘り起こし等の業務に積極的に取り組んでいきます。また、将来に向けて
の国際展開の重要性・発展性を視野に、海外への成果普及・技術移転についても充実させていきます。
国際ワークショップの開催や研究者の派遣・招聘等の研究交流事業、海外からの見学者の受け入れ等を通
じて、人と技術の交流を広く行うとともに、海外に向けた情報発信を行っていきます。JICA研修生受け入れお
よび専門家派遣事業も重要な業務の一つです。
また、招聘研究員やその家族が快適な生活環境を確保するための宿泊施設の整備、語学研修等の生活支援
業務も充実しています。派遣研究員に対しても安心して研究生活が遂行できるように海外情報を収集・提供
していきます。

国  際  部  門
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国際部門（International Affairs Department）の組織

・
・海外機関との連携強化のための活動（海外活動支援）
・国際共同研究プロジェクトの発掘、企画・調整・支援

・
・国際会議等の企画・支援、及び国際的成果普及・国際広報・技術移転
　（成果普及部門との連携、テクノ・グロース・ハウス（TGH）との連携）
・国際共同研究、受託研究等の取りまとめ
・

・外部の派遣・招聘制度の募集及びとりまとめ調整
・海外派遣、招聘に関わる業務
・ AIC）との連携）
・
・海外からの見学希望への対応・支援（成果普及部門との連携）

※見学に関する総合窓口は成果普及部門になります。

・
　整・運営
・東・東南アジア沿岸・沿海地球科学計画調整委員会（CCOP）、国際地質調査所会議、
　世界地質図委員会の国際会議への参画・運営

・
　における議決の政策調査・分析・策定
・国際査察の企画・管理並びに国際比較の管理
・計量標準に係わる技術協力プロジェクトの企画・立案・調整・運営・管理

〒305-0046 茨城県つくば市東１－１－４　さくら館２Ｆ

Director of International Affairs)(((

(Deputy Director of International Affairs)

(Counselor for International Affairs)))

((( )))

((( )))

((( )))

International Cooperation Office((( )))

)

（ 国 際 部 門 附 属 組 織 ）

テクノ・グロース・ハウス (Techno-Growth House) TEL：0298-53-0806 FAX：0298-53-0802

■代表 〒３０５-８５６８　茨城県つくば市梅園１－１－１ 中央第２
電話　０２９８－６１－９１５３

連絡先

◆国際関係室及び国際交流室
〒３０５-８５６８　茨城県つくば市梅園１－１－１ 中央第２

〒３０５-８５６７　茨城県つくば市東１－１－１ 中央第７

◆国際標準協力室
〒３０５-８５６３　茨城県つくば市梅園１－１－１ 中央第３
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